
　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

国語の授業において、目的に応じて自分の考えが伝わるよ
うに根拠を明確にして書いたり、表現を工夫したりする授業を
行ったことにより、国語の授業の内容はよく分かると回答した
生徒の割合が、全国及び全道の割合を上回るとともに、「我
が国の言語文化に関する事項」で全国の平均正答率に最も
近くなっていると考えられる。

理科の授業において自然の事物・現象から問題を見いだす
ことができる指導を行ったことにより、理科の授業で、観察や
実験の結果をもとに考察していると回答した生徒の割合が、
全国及び全道の割合を上回るとともに、「粒子」を柱とする領
域で全国の平均正答率を上回ったと考えられる。

【北見市の学力向上策】

【教科全体の状況】

■北見市内の状況及び学力向上策　　（小学校数：22校 、児童数：643人） （中学校数：13校 、生徒数：809人）

国語の授業において、言葉の特徴や使い方についての知
識を理解したり使ったりする授業を行ったことにより、学習内
容の理解が深まり、国語では、「話すこと・聞くこと」の領域で
全国の平均正答率に最も近くなっていると考えられる。

端末を活用した子どもたち一人一人の反応を踏まえた双方
向型の授業の実践を推進したことにより、一人一人に配備さ
れたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、授業でほぼ毎日活用
する学校の割合が全国及び全道を上回るとともに、学習の中
でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと
回答した児童の割合が、全国及び全道の割合を上回ってい
ると考えられる。

理科の授業において、教科担任制を実施したことにより、理
科の授業の内容はよく分かると回答した児童の割合が、全国
及び全道の割合を上回るとともに、理科では、「生命」を柱と
する領域で全国の平均正答率に最も近くなっていると考えら
れる。

家庭と連携した学習習慣の確立と望ましい生活環境づくりの取組

◎

◎

◎

教職員の授業力・指導力向上に向けた指導力向上推進事業等の研修会の実施

「北見市学力向上３つのスタンダード」（学習環境をつくる・指導技術をみがく・指導方法を工夫する）の取組の推進

◎ 端末を活用した子どもたち一人一人の反応を踏まえた双方向型の授業の実践
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【上記結果の考えられる要因の分析】
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【質問紙の状況】
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国語 61 65

算数・数学 57 44

理科 59 48
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１人１台端末等ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業改善のための調査研究及び研修会等の実施

◎

◎

家庭における学習習慣を確立するための生活リズムチェックシートの積極的な活用

◎ 基礎・基本の定着に向けた算数科・数学科における学習支援員の配置による少人数指導や補習学習の実施

◎ 市内全校の公開研究会の実施及び各研究会や研修会への教職員の参加、学力フォーラムの実施等による指導方法工夫
改善の全体化

市全体で、１人１台端末等ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業
改善のための研修会等に取り組んだことにより、一人一人に
配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器が日常的に活用さ
れ、学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強
の役に立つと回答した生徒の割合が、全国及び全道を上回っ
たと考えられる。

【網走市の学力向上策】

【教科全体の状況】

■網走市内の状況及び学力向上策　　（小学校数：8校 、児童数：167人） （中学校数：6校 、生徒数：193人）

令和３年度全国学力・学習状況調査の自校の結果につい
て、調査対象学年・教科だけでなく、学校全体で教育活動を改
善するために活用したことにより、学習内容の理解が深まり、
「読むこと」の領域で全道の平均正答率を上回ったと考えられ
る。

市全体で、１人１台端末等ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業
改善のための研修会等に取り組んだことにより、一人一人に
配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器が日常的に活用さ
れ、学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強
の役に立つと回答した児童の割合が、全国及び全道を上回っ
たと考えられる。

算数の授業において、公式やきまり、計算の仕方等を指導
するとき、児童がそのわけを理解できるように工夫したことに
より、学習内容の理解が深まり、算数では、「変化と関係」の
領域で全道の平均正答率を上回ったと考えられる。

国語の授業において、目的に応じて自分の考えを話したり
必要に応じて質問したりする授業を行ったことにより、学習内
容の理解が深まり、国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」
の領域、「言葉の特徴や使い方に関する事項」で全国の平均
正答率を上回ったと考えられる。

理科の授業において、観察や実験の結果を分析し解釈する
指導を行ったことにより、学習内容の理解が深まり、理科で
は、「エネルギー」を柱とする領域で全国の平均正答率を上
回ったと考えられる。
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【上記結果の考えられる要因の分析】

小学校 中学校
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【質問紙の状況】

平均正答率 小学校 中学校

国語 61 68

算数・数学 59 45

理科 60 49

62.5

56.4

29.9

37.5

41.3

66.0

1.9

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

網走市

全道

全国

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった

50.0

52.1

40.8

50.0

46.0

56.3

1.5

2.7

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

網走市

全道

全国

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった

83.3

48.3

42.9

47.6

51.7

16.7

3.7

5.1

0.4

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

網走市

全道

全国

（理科）観察や実験の結果を分析し解釈する指導を行った

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった

66.7

48.3

37.7

33.3

46.2

55.7

5.5

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

網走市

全道

全国

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった

（国語）目的に応じて自分の考えを話したり必要に応じて質問したりする授業を行った
全国学力・学習状況調査の自校の結果について、調査対象学年・教科だけではなく、学校
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教育委員会、総合教育会議による住民、地域の学力に関する意識の醸成

◎

◎

◎

読解力向上プロジェクト、EdTechなど、外部機関との連携による学力向上策の実施

 「紋別市教育向上プロジェクト(MKP)会議」による学力向上・GIGAスクールに関する小中連携

◎ 学力知能状況調査事業による全学年の学力等の分析

◎ 職員研修事業（「MKP研修シリーズ」「MKPフォーラム」他）の実施

◎ 学校図書館司書の全校配置（一部常駐）、学校図書充実による学校図書館の活用促進

【紋別市の学力向上策】

【教科全体の状況】

■紋別市内の状況及び学力向上策　　（小学校数：6校 、児童数：125人） （中学校数：3校 、生徒数：112人）

授業において、児童自ら学級やグループで課題を設定し、
表現する活動を取り入れたことにより、自分の考えがうまく伝
わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表したと
回答した児童の割合が全国及び全道を上回るとともに、国語
では、「書くこと」の領域、「我が国の言語文化に関する事項」
で全国の平均正答率に近くなっていると考えられる。

国語の授業において、目的に応じて自分の考えを話したり
必要に応じて質問したりする授業を行ったことにより、国語の
勉強が好きと回答した生徒が全国及び全道の割合を上回る
とともに、国語では、「話すこと・聞くこと」の領域で全国の平
均正答率に近くなっていると考えられる。

理科の授業において、実生活における事象との関連を図っ
た授業を行ったことにより、自然の中で遊ぶことや自然観察
することがよくあると回答した児童の割合が全国及び全道を
上回るとともに、理科では、「生命」を柱とする領域で全国の
平均正答率に近くなっていると考えられる。

市全体で、１人１台端末の活用に関わる研修会を定期的に
開催し、１人１台端末を積極的に活用したことにより、授業で
ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用したと回答した児童の割
合が全国及び全道を上回ったと考えられる。

市全体で、１人１台端末の活用に関わる研修会を定期的に
開催し、１人１台端末を積極的に活用したことにより、授業で
ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用したと回答した生徒の割
合が全国及び全道を上回ったと考えられる。

数学の授業では、前年度までに公式やきまりなどを指導す
るとき、生徒がその根拠を理解できるように工夫したことによ
り、数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずいろ
いろな方法を考えると回答した生徒の割合が、全国及び全道
を上回るとともに、数学では、「データの活用」の領域で全国
の平均正答率に近くなっていると考えられる。
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【上記結果の考えられる要因の分析】
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【質問紙の状況】
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

紋別市

全道

全国

自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立

てなどを工夫して発表した

発表していた どちらかといえば、発表していた
どちらかといえば、発表していなかった 発表していなかった
考えを発表する機会はなかった
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28.1

37.6

36.9
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20.8

24.5

26.6

4.8

7.7

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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自然の中で遊ぶことや自然観察をすることがある

よくある ときどきある あまりない 全くない

57.6

32.5

26.7

25.6

32.6

31.5

9.6

21.7

25.0

5.6

9.0

11.5

1.6

4.1

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

紋別市

全道

全国

授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用したか

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満

39.1

23.3

21.6

19.1

29.3

29.3

29.1

30.5

29.7

9.1

12.9

14.2

3.6

3.9

5.0
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紋別市

全道

全国

授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用したか

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満

38.2

26.3 24.2

10.0

25.0

40.0

紋別市 全道 全国

％ 国語の勉強が好き

100.0

48.3

37.7

46.2

55.7

5.5

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

紋別市

全道

全国

（国語）目的に応じて自分の考えを話したり必要に

応じて質問したりする授業を行った

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった

66.7

41.5 30.9

10.0

25.0

40.0

55.0

70.0

紋別市 全道 全国

％ 実生活における事象と関

連する授業を行った
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44.2

31.6
10.0
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50.0

70.0
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％ 児童自ら学級やグループで

課題を設定し、表現する活

動を取り入れた

100.0
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42.7

45.1

54.3

2.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

紋別市
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全国

（数学）公式やきまりなどを指導するとき、生徒が

その根拠を理解できるように工夫した

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった

39.1

34.0 35.2

30.0

35.0

40.0

紋別市 全道 全国

％
数学の問題の解き方が分から

ないときは、あきらめずにいろ

いろな方法で考える
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　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【美幌町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■美幌町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：3校 、児童数：130人） （中学校数：2校 、生徒数：117人）

理科の授業において、自ら考えた仮説をもとに観察、実験
の計画を立てることができる指導を行ったことにより、生徒が
探究する力が高まり、理科の授業はよく分かると回答した生
徒の割合が全国及び全道を上回るとともに、理科では、「地
球」を柱とする領域で全国の平均正答率に最も近づいたと考
えられる。

町において、「家庭学習の指標」の作成及び活用を進める
とともに、学校では、生徒に家庭学習の方法を具体例を挙げ
ながら教えたことにより、個別最適な学びや、自らの課題解
決のための家庭学習が推進され、国語では、「我が国の言語
文化に関する事項」で全国の平均正答率に最も近づいたと
考えられる。

理科の授業において教科担任制を実施したことにより、学
習内容の理解が深まり、観察や実験の結果から、どのような
ことが分かったのかを考える児童の割合が全国及び全道を
上回るとともに、理科では、「生命」を柱とする領域で全国の
平均正答率が最も近づいたと考えられる。

児童の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に
基づく一連のＰＤＣＡサイクルを確立していることにより、各学
校において、課題となる教科や領域に重点を置いた授業改
善が推進され、国語の授業の内容はよく分かると回答した児
童の割合が全国及び全道を上回るとともに、国語では、「話
すこと・聞くこと」の領域で全国の平均正答率に最も近づいた
と考えられる。

若手・中堅教職員の授業力・指導力向上に向けたＩＣＴを活用した研修会や公開研究会の実施

◎

◎

◎

家庭における学習習慣を確立するための小中一貫した「家庭学習の指標」の作成と積極的な活用

「読書の大切さ」を家庭に啓蒙するとともに、図書館と連携し「読書好き」な子を育成する取組
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国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）
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特徴や使い方

に関する事項）

国語（我が国の

言語文化に

関する事項）

算数（数と計算）

算数（図形）算数（変化と関係）

算数（データの活用）

理科（「エネルギー」を

柱とする領域）

理科（「粒子」を

柱とする領域）

理科（「生命」を

柱とする領域）
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北海道（公立）

全国（公立）
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110.0

国語（話すこと・聞くこと）
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国語（言葉の
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に関する事項）

国語（情報の
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国語（我が国の

言語文化に

関する事項）

数学（数と式）

数学（図形）

数学（関数）

数学（データの活用）

理科（「エネルギー」を

柱とする領域）

理科（「粒子」を

柱とする領域）

理科（「生命」を

柱とする領域）

理科（「地球」を

柱とする領域）

美幌町内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

小学校 中学校

【上記結果の考えられる要因の分析】

小学校 中学校

小学校 中学校

【質問紙の状況】

66.7

46.2

29.3

51.1

64.9

33.3

2.7

5.6
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児童の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育課程を編成

し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立している

よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない

43.1
39.2 39.5

35.0

40.0

45.0

美幌町 全道 全国

％ 国語の授業の内容はよく分かる

66.7

43.8
53.6

25.0

45.0
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美幌町 全道 全国

％ （理科）教科担任制を実施した
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11.5

5.4
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美幌町
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（理科）観察や実験の結果から、どのようなことが分かったのか考えている

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない
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30.3

30.9

46.2

43.8

44.3

12.8

20.0

19.3

2.6

5.7

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美幌町

全道

全国

理科の授業の内容はよく分かる

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

平均正答率 小学校 中学校

国語 60 58

算数・数学 58 34

理科 59 42

100.0

31.6

24.4

54.7

54.8

13.4

20.3

0.4

0.4
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（理科）自ら考えた仮説をもとに、観察、実験の計画を立てることができる指導を行った

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった

100.0

48.3

38.2

46.9

55.4

4.6

6.1

0.2

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美幌町

全道

全国

学校では、生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えた

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった
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家庭学習の習慣化

◎

◎

◎

学校図書館の充実

「主体的・対話的で深い学び」の推進

◎ ＩＣＴ教育環境の整備

理科の授業において、自然の事物・現象から問題を見
いだすことができる指導を行ったことにより、児童の学
習意欲が高まり、理科の勉強が好きと回答した児童の割
合が全国及び全道を上回るとともに、理科では、「生
命」を柱とする領域で、平均正答率が全国の値に最も近
付いたと考えられる。

　授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をほぼ毎
日使用したことから、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機
器を使うのは学習の役に立つと回答した児童の割合が全
国及び全道を上回るとともに、算数では、「数と計算」
の領域で平均正答率が全国の値に最も近づいたと考えら
れる。

理科の授業において、生徒が観察や実験を行う授業を
週１回以上行ったことにより、観察や実験の結果をもと
に考察すると回答した生徒の割合が全国及び全道を上回
るとともに、理科では、「粒子」「地球」を柱とする領
域で全国の平均正答率を上回ったと考えられる。

数学の授業において、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ
機器を活用したことにより、数学の勉強が好きと回答し
た生徒の割合が、全国及び全道の割合を上回るととも
に、数学では、「図形」「関数」の領域で全国の平均正
答率を上回ったと考えられる。

【津別町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■津別町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：1校 、児童数：27人） （中学校数：1校 、生徒数：14人）
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（理科）理科の授業で、観察や実験の結果をもとに考察している

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

中学校

【上記結果の考えられる要因の分析】

小学校 中学校

小学校 中学校

【質問紙の状況】
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授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用しましたか
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【斜里町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■斜里町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：3校 、児童数：77人） （中学校数：2校 、生徒数：66人）

国語の授業において、目的に応じて文章を読み、感想や考
えをもったり自分の考えを広げたりする授業を行ったことによ
り、国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役
に立つと考える児童の割合が、全国及び全道の割合を上回
るとともに、国語では、「話すこと・聞くこと」の領域で全国の平
均正答率に最も近くなっていると考えられる。

算数の授業において、具体的な物を操作するなどの体験を
伴う学習を通して、数量や図形について実感を伴った理解を
する活動を行ったことにより、算数の授業で学習したことを、
普段の生活の中で活用できないか考える児童の割合が、全
国及び全道の割合を上回るとともに、算数では、「図形」の領
域で全国の平均正答率を上回ったと考えられる。

国語の授業において、目的に応じて文章を読み、内容を解
釈して自分の考えを広げたりする授業を行ったことにより、国
語の勉強は大切だと思う生徒の割合が、全国及び全道の割
合を上回るとともに、国語では、「読むこと」の領域で全国の
平均正答率を上回ったと考えられる。

数学の授業において、実生活における事象との関連を図っ
た授業を行ったことにより、数学の勉強は大切だと思う生徒
の割合が、全国及び全道の割合を上回るとともに、数学で
は、「データの活用」の領域で全国の平均正答率を上回った
と考えられる。

学習習慣や生活習慣の定着を目指した年８回程度の土曜授業の実施

◎

◎

◎

教育活動支援講師の配置と放課後や長期休業中の学び直しの機会の提供等、きめ細かな学習環境の整備

義務教育学校における小中一貫教育及び中学校を軸とした小中連携教育の充実

◎ 町内全校における、特色ある学校づくりを支援する校長提案型事業の実施

◎ １人１台端末などＩＣＴ機器を積極的に活用した授業改善の推進
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【上記結果の考えられる要因の分析】

小学校 中学校

小学校 中学校

【質問紙の状況】
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（国語）目的に応じて文章を読み、感想や考えをもったり自分の考えを広げた

りする授業を行った

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった

100.0

48.1

41.6

48.9

54.2

3.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

斜里町

全道

全国

（国語）目的に応じて文章を読み、内容を解釈して自分の考えを広げたり深め

たりする授業を行った

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった
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（数学）実生活における事象との関連を図った授業を行った

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった
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（算数）具体的な物を操作するなどの体験を伴う学習を通して、数量や図形に

ついて実感を伴った理解をする活動を行った

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった
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％ 国語の授業で学習したことは、将来、

社会に出たときに役に立つと思う
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　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

ＩCT機器を活用した効果的な授業改善を推進するために大型提示装置(プロジェクター、大型テレビなど)の設置

◎

◎

◎

小学校・中学校・高等学校の連携による長期休業期間中の補充的な学習サポート教室の実施

個別支援や習熟度別指導のための支援員の配置

◎ 小学校・中学校・高等学校への外国人英語講師の派遣

理科の授業では、自然の事物・現象から問題を見いだすこと
ができる指導を行ったことにより、学習内容の理解が深まり、
理科の勉強が好きと回答した児童の割合が全国及び全道を
上回るとともに、理科では、「生命」を柱とする領域で全国の平
均正答率を上回ったと考えられる。

学校では、家庭学習の学習方法等を具体例を挙げながら教
えたり、授業でほぼ毎日ＰＣやタブレットなどのＩＣＴ機器を活用
した授業を行ったことにより、生徒の学習内容の理解が深ま
り、国語では、「書くこと」の領域、「言葉の特徴や使い方に関
する事項」、「情報の扱いに関する事項」で全国の平均正答率
を上回ったと考えられる。

【清里町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■清里町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：1校 、児童数：27人） （中学校数：1校 、生徒数：33人）

理科の授業では、実生活における事象との関連を図った授
業を行ったことにより、学習内容の理解が深まり、理科では、
「エネルギー」を柱とする領域で、全国の平均正答率と同率と
なったと考えられる。

国語の授業では、目的に応じて自分の考えを話したり必要
に応じて質問したりする授業を行ったことにより、学級生活を
よりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生
かして解決方法を決めていると回答した児童の割合が全国及
び全道を上回るとともに、国語では、「話すこと・聞くこと」の領
域、「言葉の特徴や使い方に関する事項」、「我が国の言語文
化に関する事項」で、全国の平均正答率を上回ったと考えら
れる。
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【上記結果の考えられる要因の分析】

小学校 中学校

小学校 中学校

【質問紙の状況】
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％ 理科の勉強が好き
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（理科）実生活における事象との関連を図った授業を行った

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった
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学校では、家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えた

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった
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授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用したか

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満

（理科）自然の事物・現象から問題を見いだすことができる指導を行った

学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めた
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　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【小清水町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■小清水町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：1校 、児童数：37人） （中学校数：1校 、生徒数：28人）

国語の授業において、言葉の特徴や使い方についての知
識を理解したり使ったりする授業を行ったことにより、国語の
授業の内容はよく分かると回答した生徒の割合が、全国及び
全道の割合を上回るとともに、国語では、「話すこと・聞くこと」
「書くこと」の領域、「言葉の特徴や使い方に関する事項」、
「情報の扱い方に関する事項」で全国の平均正答率を上回っ
たと考えられる。

理科において、家庭学習の取組として、学校では、生徒が
行った家庭学習の課題について、その後の教員の指導改善
や生徒の学習改善に生かしたことにより、理科の授業の内容
はよく分かると回答した生徒の割合が、全国及び全道の割合
を上回るとともに、理科では、「粒子」を柱とする領域で全国
の平均正答率を上回ったと考えられる。

国語の授業において、全国学力・学習状況調査の結果を標
準学力検査（ＣＲＴ）の結果と併せて分析し、具体的な教育指
導の改善や指導計画等への反映を行ったことにより、自分の
考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫
して発表している児童の割合が、全国及び全道の割合を上
回るとともに、国語では、「書くこと」の領域、「我が国の言語
文化に関する事項」で全国の平均正答率に近くなっていると
考えられる。

算数の授業における少人数による指導を行ったことにより、
算数の勉強は大切だと思うと回答した児童の割合が、全国及
び全道の割合を上回るとともに、算数では、「図形」の領域で
全国の平均正答率に最も近くなっていると考えられる。

１人１台端末を効果的に活用した授業改善の推進

◎

◎

◎

小中一貫教育による義務教育９年間の系統性・連続性に配慮した教育課程の編成と実践

土曜授業の実施による反復学習の時間の確保

家庭と連携した学習習慣の確立と望ましい生活習慣づくりの取組◎
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【上記結果の考えられる要因の分析】
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【質問紙の状況】
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析し、具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行った

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった
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の指導改善や生徒の学習改善に生かした
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32.1 30.3 30.9

20.0

25.0

30.0

35.0

小清水町 全道 全国

％ 理科の授業の内容はよく分かる
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平均正答率 小学校 中学校
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算数の授業における少人数による指導を行った

年間の授業のうち、おおよそ３/４以上で行った 年間の授業のうち、おおよそ１/２以上、３/４未満で行った

年間の授業のうち、おおよそ１/４以上、１/２未満で行った 年間の授業のうち、おおよそ１/４未満で行った

行わなかった
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　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

タブレット等のＩＣＴを活用した学びを深める授業の充実

◎

◎

◎

地域の多様な人材や施設などの地域資源を生かした教育の充実

町負担臨時講師を活用したティーム・ティーチングや習熟度別少人数指導の充実

◎ 児童生徒の読書意欲の向上を図る図書室の整備と蔵書数の充実

◎ 算数専科加配教諭による指導の充実

◎ 放課後や長期休業中の学習サポートの継続的な実施

【訓子府町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■訓子府町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：2校 、児童数：46人） （中学校数：1校 、生徒数：29人）

算数の授業において、実生活における事象と関連を図った
授業をよく行ったことにより、学習内容の理解が深まり、算数
の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考え
ると回答した児童の割合が、全国及び全道を上回るとともに、
算数では、「数と計算」の領域で全国の平均正答率を上回っ
たと考えられる。

理科の授業において、児童が観察や実験をする授業を多く
実施したことにより、観察や実験の結果から、どのようなこと
が分かったのかを考えると回答した児童の割合が、全国及び
全道を上回るとともに、理科では、「生命」「粒子」を柱とする領
域で全国の平均正答率を上回ったと考えられる。

理科の授業において、実生活における事象と関連を図った
授業をよく行ったことにより、学習内容の理解が深まり、理科
の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか
考える生徒の割合が全国及び全道を上回るとともに、理科で
は、「地球」「エネルギー」を柱とする領域で全国の平均正答
率を上回ったと考えられる。

数学の授業において、公式やきまりなどを指導するとき、生
徒がその根拠を理解できるように工夫したことにより、学習内
容の理解が深まり、数学の授業の内容はよく分かると回答し
た生徒の割合が全道及び全国を上回るとともに、数学では、
「関数」の領域で全国の平均正答率を上回ったと考えられる。
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【上記結果の考えられる要因の分析】
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　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

　

数学の授業において、公式やきまりなどを指導するとき、生
徒がその根拠を理解できるように工夫したことにより、数学の
授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにし
ていると回答した生徒の割合が全国及び全道を上回るととも
に、数学では、「数と式」「図形」「関数」の領域で全国の平均
正答率を上回ったと考えられる。

【置戸町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■置戸町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：1校 、児童数：20人） （中学校数：1校 、生徒数：16人）

算数の授業において、ティーム・ティーチングによる個別指
導の充実を図ったことにより、学習内容の理解が深まり、算数
の授業はよく分かると回答した児童の割合が全国及び全道を
上回るとともに、算数では、全ての領域において全国の平均
正答率を上回ったと考えられる。

授業において、自分の思いや考えをもとに、作品や作文な
ど新しいものを創り出す活動を行ったことにより、学習内容の
理解が深まり、国語の授業の内容はよく分かると回答した児
童の割合が全国及び全道を上回るとともに、国語では、全て
の領域・事項において全国の平均正答率を上回ったと考えら
れる。

理科の授業において、自然の事物・現象から問題を見いだ
す指導を行ったことにより、学習内容の理解が深まり、理科の
授業の内容はよく分かると回答した生徒の割合が全国及び
全道を上回るとともに、理科では、全ての領域で全国の平均
正答率を上回ったと考えられる。

外国語教育の充実を図るための外国語指導助手の派遣

◎

◎

◎

小中一貫教育の一環として、中学校の英語教員が小学校で乗り入れ授業を実施

小・中学校で連携した学習規律「置戸スタンダード」の取組

◎ 児童の基礎学力の定着に向けた学習支援員の配置

◎ 夏季及び冬季休業中における「学習サポート」の実施

◎ 特別支援教育の充実を図るための支援員の配置
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【上記結果の考えられる要因の分析】
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【質問紙の状況】
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　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの
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１人１台端末を活用した「個別最適な学び」「協働的な学び」の充実及びＷＥＢＱＵやＲＳＴ等の活用◎

◎ 家庭学習の習慣化や、放課後及び長期休業中の補充的な学習サポートの実施、チャレンジテストの活用、学習
規律の指導

◎ 教員の指導力向上のための教育委員会主催研修の開催、各種研修会への参加奨励及び経費予算付け、指導主事
訪問、ＩＣＴ環境の有効活用

◎ 「オールオホーツクで学力向上を！」に基づいた佐呂間町学力向上推進委員会の設置・運営及び小・中・高校
の連携強化

【佐呂間町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■佐呂間町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：3校 、児童数：29人） （中学校数：1校 、生徒数：31人）

児童の様々な考えを引き出したり、思考を深めたりす
るような発問や指導をしたことにより、算数の問題の解
き方がわからないときは、あきらめずにいろいろな方法
がないか考えたと回答した児童の割合が、全国及び全道
の割合を上回るとともに、算数では、「データの活用」
の領域で全国の平均正答率に最も近くなっていると考え
られる。

理科の授業において、観察や実験の結果を整理し考察
する指導を行ったことにより、学習内容の理解が深ま
り、理科の勉強が好きと回答した児童の割合が、全国及
び全道の割合を上回るとともに、理科では、「生命」を
柱とする領域で全国の平均正答率に最も近くなっている
と考えられる。

国語の授業において、目的に応じて、自分の考えが伝
わるように根拠を明確にして書いたり、表現を工夫した
りする授業を行ったことにより、各教科などで学んだこ
とを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行った
と回答した生徒の割合が全国及び全道を上回るととも
に、国語では、「書くこと」の領域、「情報の扱い方に
関する事項」で全国の平均正答率に最も近くなっている
と考えられる。

理科の授業において、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ
機器を活用したことにより、学習内容の理解が深まり、
理科の授業の内容はよく分かると回答した生徒の割合が
全国及び全道の割合を上回るとともに、理科では、「地
球」を柱とする領域で全国の平均正答率に最も近くなっ
ていると考えられる。
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【上記結果の考えられる要因の分析】
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【質問紙の状況】
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　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【遠軽町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■遠軽町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：8校 、児童数：143人） （中学校数：7校 、生徒数：138人）

国語の授業において、目的に応じて自分の考えを話したり
必要に応じて質問したりする授業を行ったことにより、児童の
学習の理解が深まり、国語の授業で学習したことは将来役に
立つと回答した児童の割合が全国及び全道を上回るととも
に、国語では、「言葉の特徴や使い方に関する事項」で最も
全国の平均正答率に近づいたと考えられる。

町内の半数以上の学校が、理科の授業において、児童が
観察や実験をする授業を週１回以上行ったことにより、学習
内容の理解が深まり、理科の勉強は大切だと回答した児童
の割合が全国及び全道を上回るとともに、理科では、「生命」
を柱とする領域で全国の平均正答率に最も近づいたと考えら
れる。

理科の授業において、町内の半数以上の学校で観察や実
験の結果を分析し解釈する指導を行ったことにより、学習内
容の理解が深まり、観察や実験の結果をもとに考察している
と回答した生徒の割合が全国及び全道を上回るとともに、理
科では、「地球」を柱とする領域で全国の平均正答率を上
回ったと考えられる。

授業において、生徒の様々な考えを引き出したり、思考を
深めたりするような発問や指導を行ったことにより、自分と違
う意見について考えるのは楽しいと回答する生徒の割合が
全国及び全道を上回るとともに、国語では、「読むこと」の領
域で全国の平均正答率に近づいたと考えられる。

確かな学力の育成・定着を図るための教育用ＩＣＴ機器の活用

◎

◎

◎

家庭と連携した学習の習慣化と規則正しい生活づくり

コミュニケーション能力の向上と国際理解教育の推進

◎ 外国語活動における言語や文化に対する理解を深めるための英語指導助手の配置
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【上記結果の考えられる要因の分析】
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【質問紙の状況】
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（理科）児童が観察や実験をする授業を週１回以上行った

週１回以上 月１回以上 学期に１回以上 ほとんと、または、全く行わなかった
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（理科）観察や実験の結果を分析し解釈する指導を行った

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった
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授業において、生徒の様々な考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問や

指導を行った

（国語）目的に応じて自分の考えを話したり必要に応じて質問したりする授業を行った
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％
（理科）観察や実験の結果をもとに考察して

いる
自分と違う意見について考えるのは楽しい
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【湧別町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■湧別町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：5校 、児童数：37人） （中学校数：3校 、生徒数：58人）

国語の授業において、目的に応じて文章を読み、感想や考
えをもったり自分の考えを広げたりする授業を行ったことによ
り、国語の勉強が大切と回答した児童の割合が全国及び全
道を上回るとともに、国語では、全ての領域で平均正答率が
全国を上回ったと考えられる。

算数の授業において、実生活における事象との関連を図っ
た授業を行うことにより、算数の授業で公式やきまりを習うと
き、そのわけを理解しようとしていると回答した児童の割合が
全国及び全道を上回るとともに、算数では、全ての領域で平
均正答率が全国を上回ったと考えられる。

理科の授業において、自然の事物・現象から問題を見いだ
すことができる指導を行ったことにより、理科の授業の内容
がよく分かると回答した児童の割合が全国及び全道を上回る
とともに、理科では、全ての領域で平均正答率が全国を上
回ったと考えられる。

町全体で、教員がコンピュータなどのＩＣＴ機器の使い方を
学ぶために必要な研修を開催し、授業にＩＣＴ機器を積極的に
活用したことにより、授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を
ほぼ毎日活用したと回答した生徒の割合が全国及び全道を
上回ったと考えられる。

町全体で、全国学力・学習状況調査を活用した授業研究や
事例研究等、実践的な研修を行ったことにより、主体的・対話
的で深い学びの実現に向けた授業改善が図られ、生徒が主
体的に学習に取り組み、自分で計画を立てて学習すると回答
した生徒の割合が全国及び全道を上回るとともに、国語で
は、「我が国の言語文化に関する事項」、理科では、「エネル
ギー」を柱とする領域で平均正答率が全国を上回ったと考え
られる。

学校図書館支援事業による読書活動の推進

◎

◎

◎

長期休業を活用した高校生ボランティア学習サポートの実施

湧別町型学校力向上事業に基づく授業公開や研修事業の実施

◎ 全国学力・学習状況調査等を活用した授業改善や学習習慣の確立

◎ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学び合いの授業やＩＣＴ端末の効果的な活用

◎ 学力向上支援員や特別支援教育支援員等の配置の充実
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【上記結果の考えられる要因の分析】

小学校 中学校

小学校 中学校

【質問紙の状況】
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（理科）自然の事物・現象から問題を見いだすことが
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授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用しましたか
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授業研究や事例研究等、実践的な研修を行っている

よく行った どちらかといえば、行った
あまり行わなかった 全く行わなかった

算数の授業で公式やきまり
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（算数）実生活における事象との関連を図った授業を行った 教員がコンピュータなどのＩＣＴ機器の使い方を学ぶために必要な研修機会がある
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◎ 望ましい生活習慣の定着に向けた取組の推進

　　国語の授業において、目的に応じて、自分の考えとそれを
支える理由との関係を明確にして書いたり、書き表し方を工
夫したりする授業を行ったことにより、授業では、課題の解決
に向けて、自分で考え、自分から取り組む児童の割合が全
国及び全道を上回るとともに、国語では、「話すこと・聞くこと」
「書くこと」の領域、「言葉の特徴や使い方に関する事項」で全
国の平均正答率を上回ったと考えられる。

理科の授業において、自ら考えた予想や仮説をもとに、観
察、実験の計画を立てることができるような指導を行ったこと
により、理科の授業の内容はよく分かると回答した児童の割
合が全国及び全道を上回るとともに、理科では、「粒子」「生
命」「地球」を柱とする領域で全国の平均正答率を上回ったと
考えられる。

家庭学習習慣を身に付ける取組の推進

◎

◎

◎

長期休業中の学習サポートやほっかいどうチャレンジテストの効果的な活用

学習意欲の向上に効果的なＩＣＴ機器等の導入と活用

【滝上町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■滝上町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：2校 、児童数：18人） （中学校数：1校 、生徒数：11人）

理科の授業において、観察や実験をする授業を週１回以上
設定したことにより、自然の中で遊ぶことや自然観察をするこ
とをよく行うと回答した生徒の割合が、全国及び全道を上回
るとともに、理科では、「生命」を柱とする領域で全国の平均
正答率を上回ったと考えられる。

家庭学習の取組として、学校では、生徒が行った家庭学習
の課題について、その後の教員の指導改善や生徒の学習改
善に生かしたことより、国語の勉強は大切だと回答した生徒
の割合が全国及び全道を上回るとともに、国語では、「書くこ
と」「読むこと」の領域、「言葉の特徴や使い方に関する事
項」、「情報の扱い方に関する事項」で全国の平均正答率を
上回ったと考えられる。
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【上記結果の考えられる要因の分析】

小学校 中学校

小学校 中学校

【質問紙の状況】
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（理科）観察や実験をする授業を行った

週１回以上 月１回以上 学期に１回以上 ほとんど、または、全く行わなかった
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家庭学習の取組として、学校では、生徒が行った家庭学習の課題について、その後の

教員の指導改善や生徒の学習改善に生かした

（国語）目的に応じて、自分の考えとそれを支える理由との関係を明確にして書いたり、

書き表し方を工夫したりする授業を行った
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％ 国語の授業は大切だと思う

（理科）自ら考えた予想や仮説をもとに、観察、実験の計画を立てることができるような

指導を行った
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◎ １人１台端末や大型提示装置などのＩＣＴを活用した授業づくりの推進

国語の授業において、言葉の特徴や使い方についての知
識を理解したり使ったりする授業を行ったことより、国語の授
業の内容がよく分かると回答した児童の割合が全国及び全
道を上回るとともに、国語では、「我が国の言語文化に関す
る事項」で全国の平均正答率を上回ったと考えられる。

理科の授業において、観察や実験をする授業を多く設定し
たことにより、理科の授業の内容はよく分かると回答した児童
の割合が全国及び全道を上回るとともに、理科では、「エネ
ルギー」「生命」「地球」を柱とする領域で全国の平均正答率
を上回ったと考えられる。

国語の授業において、目的に応じて、自分の考えが伝わる
ように根拠を明確にして書いたり、表現を工夫して書いたりす
る授業を行ったことより、国語の授業が好きだと回答した生
徒の割合が全国及び全道を上回るとともに、国語では、「書く
こと」の領域、「情報の扱い方に関する事項」で全国の平均正
答率を上回ったと考えられる。

町全体で、１人１台端末や大型提示装置などのＩＣＴを活用
した授業づくりを推進したことにより、一人一人に配備された
ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、授業でほぼ毎日活用した学
校の割合が、全国及び全道を上回るとともに、授業でＰＣ・タ
ブレットをほぼ毎日活用したと回答した生徒の割合が、全国
及び全道の平均正答率を上回ったと考えられる。

知能検査や標準学力検査の実施による学習状況の把握と個に応じた指導の充実

◎

◎

◎

「家庭学習の手引き」を活用した家庭での学習習慣の確立

学生ボランティアを活用した補充的な学習サポートの実施

【興部町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■興部町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：2校 、児童数：29人） （中学校数：1校 、生徒数：19人）
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【上記結果の考えられる要因の分析】
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【質問紙の状況】
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※児童生徒数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、西興部村の教科及び児童質問紙のデータは掲載しない。

　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

主体的な学習態度、思考力・判断力・表現力等を育む言語活動や読書活動の充実

◎

◎

◎

村教委が中心となったＩＣＴ環境の整備

全国学力・学習状況調査等の結果を踏まえ、個に応じた指導の充実

【西興部村の学力向上策】

【教科全体の状況】

■西興部村内の状況及び学力向上策　　（小学校数：2校 、児童数：9人） （中学校数：1校 、生徒数：6人）

国語の授業において、言葉の特徴や使い方についての知
識を理解したり使ったりする授業を行ったと回答した学校の
割合が、全国及び全道を上回っている。

学校では、生徒に家庭での学習方法を具体例を挙げなが
ら教えたと回答した学校の割合が、全国及び全道を上回って
いる。

習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改
善及び工夫を行ったと回答した学校の割合が、全国及び全
道を上回っている。

国語の授業において、言葉の特徴や使い方についての知
識を理解したり使ったりする授業を行ったと回答した学校の
割合が、全国及び全道を上回っている。

児童は、自らの考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の
組立てなどを工夫して、発言や発表を行うことができると回答
した学校の割合が、全国及び全道を上回っている。

児童は、学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の
考えを深めたり、広げたりできていると回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。
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【上記結果の考えられる要因の分析】
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【質問紙の状況】
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自らの考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や発表を

行うことができると思う

学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の考えを深めたり、広げたりできている
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　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

読書活動の推進による「自ら学び、自ら考える力」の伸長

◎

◎

◎

ＩＣＴを活用した効果的な学びの推進及び家庭学習習慣の確立

全国学力・学習状況調査等の分析結果を踏まえた授業改善の取組

◎ 教職員の自主的研修活動を奨励する教職員教育振興事業等の推進

◎ 学習規律の徹底及び授業のねらいや課題を明確にした問題解決的な学習の充実

【雄武町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■雄武町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：2校 、児童数：26人） （中学校数：1校 、生徒数：31人）

令和３年度全国学力・学習状況調査の自校の結果につい
て、調査対象学年・教科だけではなく、学校全体で教育活動
を改善するために活用したことにより、５年生までに受けた授
業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになってい
たと回答した児童の割合が、全国及び全道の割合を上回っ
たと考えられる。

算数の授業において、公式やきまり、計算の仕方等を指導
するとき、児童がそのわけを理解できるように工夫したことに
より、算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用
できないか考えていると回答した児童の割合が、全国及び全
道の割合を上回るとともに、算数では、「図形」の領域で全国
の平均正答率に近くなっていると考えられる。

国語の授業において、言葉の特徴や使い方についての知
識を理解したり伝えたりする授業を行ったことにより、国語の
勉強は大切だと回答した生徒の割合が、全国及び全道の割
合を上回るとともに、国語では、「言葉の特徴や使い方に関
する事項」で全国の平均正答率に最も近くなっていると考えら
れる。

理科の授業において自然の事物・現象から問題を見いだす
ことができる指導を行ったことにより、理科の授業で学習した
ことを、普段の生活の中で活用できないか考えていると回答
した生徒の割合が、全国及び全道の割合を上回るとともに、
理科では、「地球」を柱とする領域で、全国の平均正答率に
最も近くなっていると考えられる。
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【上記結果の考えられる要因の分析】
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【質問紙の状況】
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平均正答率 小学校 中学校

国語 57 60

算数・数学 53 42

理科 49 46
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　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎ 家庭学習・宿題など、全校統一した取組による家庭における児童生徒の学習習慣の定着

【大空町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■大空町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：2校 、児童数：45人） （中学校数：2校 、生徒数：48人）

◎

理科の授業において、自ら考えた予想や仮説をもとに、観
察、実験の計画を立てることができるように授業を行ったこと
により、学習したことを普段の生活の中で活用できないかと考
える児童の割合が全国及び全道を上回るとともに、理科で
は、「エネルギー」「粒子」「地球」を柱とする領域で全国の平
均正答率を上回ったと考えられる。

国語の授業において、言葉の特徴や使い方についての知
識を理解したり使ったりする授業を行ったことにより、学習内
容の理解が深まり、授業の内容はよく分かると回答した児童
の割合が全国及び全道を上回るとともに、国語では、「話すこ
と・聞くこと」「読むこと」の領域、「言葉の特徴や使い方に関す
る事項」、「我が国の言語文化に関する事項」で全国の平均
正答率を上回ったと考えられる。

◎

◎ 図書館司書の巡回配置による読書活動の推進

◎ ＩＣＴ機器の活用により、「説明を聞く」に加えて「説明が見える」視覚情報を強化した授業づくり

授業において、自ら課題を設定し、その解決に向けて話し合
い、まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れたことによ
り、学習した内容について、分かった点や、よく分からなかっ
た点を見直し、次の学習につなげることができたと回答した生
徒の割合が全国及び全道を上回るとともに、国語では、「話す
こと・聞くこと」の領域、「言葉の特徴や使い方に関する事
項」、「我が国の言語文化に関する事項」で全国の平均正答
率を上回ったと考えられる。

◎

全国学力・学習状況調査結果を基にした学校改善プランを策定し学習指導の工夫・改善

少人数指導・習熟度別指導やティーム・ティーチング、長期休業中の補充学習（学習サポート体制）など、一人一人に対応
したきめ細かな指導の充実

ＩＣＴ機器を活用した誰一人取り残すことなく育成する「個別最適な学び」「協働的な学び」を推進

理科において、自然の事物・現象から問題を見いだす指導
を行ったことにより、理科の勉強が好きと回答する生徒の割
合が全国及び全道を上回るとともに、理科では、「生命」「粒
子」「地球」を柱とする領域で全国の平均正答率を上回ったと
考えられる。
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【上記結果の考えられる要因の分析】

小学校 中学校

小学校 中学校

【質問紙の状況】

平均正答率 小学校 中学校

国語 70 69

算数・数学 65 49

理科 65 51
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（国語）言葉の特徴や使い方についての知識を理解したり使ったりする授業を行った

（理科）自ら考えた予想や仮説をもとに、観察、実験の計画を立てることができる

ような指導を行った
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